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ヤ
マ
ネ
や
リ
ス
な
ど
を
交
通
事
故
や
生
息
域
の

分
断
か
ら
救
う
「
ア
ニ
マ
ル
パ
ス
ウ
エ
イ
」
（
動

物
の
通
り
道
）
と
呼
ば
れ
る
小
動
物
用
の
歩
道
橘

が
あ
る
。
ヤ
マ
ネ
の
博
物
館
「
キ
ー
プ
協
会
や
ま

ね
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
や
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
か
ら

な
る
研
究
会
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
参
入
、
異
色
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
研
究
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

【
沢
田
勇
］

バ
ス
ウ
ェ
イ
ヘ
の
思
い
を
語
る
湊
秋
作
さ
ん

ｌ

追
跡
発
掘

異
色
の
組
み
合
わ
せ
で
開
発

ア覇

￣

－－

マ
ル
パ
ス
ウ
ェ
イ

1ｍ」

篦ﾔﾏﾈ博物館ｾﾞﾈｺﾝが研究会発足

嚢生息域分断に危機感ｉ
澪改修や設置作業にNTTも参入

キ
ー
プ
協
会
や
ま
ね
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
の
澆

秋
作
さ
ん
命
穂
加
年

二
一
、
八
ケ
岳
南
麓
の
清
里

高
原
有
料
道
路
（
現
在
は

無
料
）
の
建
股
に
伴
う
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
を

行
っ
て
い
た
森
で
、
木
々

が
切
ら
れ
、
ヤ
マ
ネ
が
冬

眠
し
て
い
る
地
中
を
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
が
か
き
回
す
光

景
を
白
の
当
た
り
に
し

た
。
ヤ
マ
ネ
は
環
境
省
の

魑
柱
か
ら
伸
び
る
ア
ニ
マ
ル
パ
ス
ウ
ェ
イ
Ⅱ
北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
で

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で

噂
ぐ

準
絶
滅
危
倶
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
希
少
種
で
も
あ

る
。木
を
伝
っ
て
移
動
す
る

ヤ
マ
ネ
の
生
息
域
が
分
断

さ
れ
る
－
１
危
機
感
を
抱

い
た
湊
さ
ん
は
、
ア
ー
ー
マ

ル
パ
ス
ウ
ェ
イ
を
か
け
る

こ
と
を
思
い
つ
き
、
道
路

を
建
設
し
た
県
道
路
公
社

と
粘
り
強
く
交
渉
し
た
。

そ
の
結
果
、
公
社
は
肥
年
、

２
０
０
０
万
円
を
投
じ
、

道
路
を
ま
た
ぐ
道
路
標
識

を
兼
ね
る
形
で
、
ヤ
マ
ネ

が
通
れ
る
よ
う
金
網
を
張

る
な
ど
し
た
橘
を
設
遜
、

「
ヤ
マ
ネ
ブ
リ
ッ
ジ
」
と

名
付
け
た
。

し
か
し
、
一
つ
で
は
足

り
な
い
。
湊
さ
ん
は
さ
ら

に
皿
年
１
月
、
日
本
経
団

連
自
然
保
護
協
繊
会
の
会

員
の
清
水
建
設
や
大
成
建

設
な
ど
に
掛
け
合
っ
て

「
ア
ニ
マ
ル
パ
ス
ウ
ェ
イ

研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

リ
ス
や
ヤ
マ
栞
な
ど
樹

上
動
物
の
習
性
を
研
究
し

た
結
果
、
Ｗ
年
７
月
に
改

良
型
の
パ
ス
ウ
ェ
イ
が
清

里
高
原
の
北
杜
市
道
に
完

成
し
た
。
高
さ
約
９
折
の

支
柱
２
本
に
、
動
物
が
登

り
や
す
い
よ
う
に
木
の
皮

を
巻
き
付
け
、
タ
カ
な
ど

の
天
敵
か
ら
守
る
た
め
、

三
角
形
の
鉄
製
フ
レ
ー
ム

に
屋
根
を
取
り
付
け
た
長

さ
約
皿
瞬
の
ト
ン
ネ
ル
を

支
柱
の
間
に
渡
し
た
。
麹

用
は
市
が
負
担
し
た
が
、

材
料
費
、
設
置
費
合
わ
せ

て
２
０
０
万
円
に
抑
え

た
。ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
で
型

時
間
観
察
し
た
と
こ
ろ
、

設
鍾
か
ら
咀
臼
後
に
ヤ
マ

ネ
が
通
っ
た
の
が
確
認
さ

れ
た
。
国
際
学
会
な
ど
で

知
っ
た
ド
イ
ツ
や
英
国
の

研
究
者
や
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
会
社
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
相
次
ぎ
、
肥
年
５
月

に
は
社
団
法
人
日
本
土
木

学
会
（
東
京
都
）
の
環
境

賞
も
受
賞
し
た
。

こ
の
時
、
支
柱
に
は
古

い
電
柱
を
用
い
た
。
研
究

会
は
さ
ら
に
技
術
に
磨
き

を
か
け
る
た
め
、
今
年
１

月
、
電
柱
設
瞳
や
高
所
で

の
作
業
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
協
力

を
打
診
し
た
。

そ
の
結
果
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

曰
本
は
電
柱
エ
事
で
使
う

バ
ケ
ッ
ト
車
を
提
供
、
５

月
下
旬
か
ら
、
清
水
建
設

な
ど
と
共
に
、
パ
ス
ウ
エ

イ
の
改
修
作
業
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
い
始
め
た
。

ま
た
、
今
後
、
パ
ス
ウ
エ

イ
を
新
設
す
る
際
に
は
支

柱
用
の
電
柱
を
立
て
る
時

に
協
力
す
る
方
針
だ
。

ア
ニ
マ
ル
パ
ス
ウ
エ
イ

に
詳
し
い
帯
広
畜
産
大
の

柳
川
久
准
教
授
（
野
生
動

１

１

Ｉ ア
ニ
マ
ル
パ
ス
ウ
ェ
イ
内
を
横
断
す
る
ヤ
マ
ネ
（
左
下
）
。

ア
ニ
マ
ル
パ
ス
ウ
エ
イ
研
究
会
が
設
瞳
し
た
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

で
撮
影
（
同
研
究
会
提
供
）

物
萱
理
学
）
は
「
異
業
種

が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
出
し
合
う

の
は
有
益
。
そ
の
結
果
、

安
価
に
な
れ
ば
全
国
に
普

及
し
や
す
く
な
る
」
と
異

色
の
〃
コ
ラ
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
〃
を
評
価
す
る
。

鉄
道
の
線
路
も
生
息
域

を
分
断
す
る
要
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
湊
さ

ん
ら
は
今
後
、
Ｊ
Ｒ
な
ど

鉄
道
事
業
害
に
も
パ
ス
ウ

ェ
イ
の
設
腫
に
つ
い
て
協

力
を
求
め
て
い
く
考
え

だ
。
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